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1 ・ 空授業がうまくいかず、学習指導へ　の見通しがもてないことへの不安 35






4 ・ 学習指導が思い通りにできなかった　ことから次の授業への不安 22
5 ・ 研究授業研究会参加への不安（意見が言えない、役割が果たせない） 12

















































1 ・ 準備が完了した（指導案・教材・教材研究） 24























































































○体力づくり        2
○本実習に臨む心構え 2
○自身の生活習慣，規則正しい生活　　　 2
○実際の授業を見る機会 1
※複数回答
表４ 本実習前にしておけばよかったと思うこと
と、これからの指導においては、学習指導前の空授業
を一層充実させていくことが重要であると考えられ
る。
４．学部における指導の充実
①模擬授業の充実
本実習期間という限られた時間の中で、教育実習生
の空授業を大切にして指導をしていくとき、学部での
模擬授業経験が必要となる。教育実習生の専門教科の
枠を超えた、様々な教科等の模擬授業を経験すること
で、学習指導のイメージをもてたり、必要な教材研究
を行ったりできるようになるものと考えられる。
②学習指導案の作成指導
本実習では、教育実習生が構想した授業を学習指導
案として表し、その指導案に沿って実際の学習指導を
展開する。指導教員は、教育実習生が作成した学習指
導案を基に展開の仕方や指導方法を助言したり、修正
させたりする。学習指導案には子どもの実態や教材の
価値などを記述するため、学級の子どもの実態や空授
業の結果による授業構想の変更などから、本実習中に
書き直しをすることも少なくない。
本研究における調査で、本実習前に、学習指導案の
書き方そのものについて学んでおくべきと記述してい
る教育実習生が多いことが分かった。本実習中は、多
岐にわたる指導内容があることや、前述した空授業の
充実などを考慮すると、指導案の書き方までを指導す
る時間を十分に確保できない実情がある。また、学習
指導案が書けない状態では、指導教員に授業構想を伝
えることができず、空授業も構想できないことが多い
ため、本実習前に十分な指導を受ける必要があると考
える。
Ⅴ．まとめ
本研究では、「教育実習不安」の原因を、本実習中
の教育実習生への調査を通して明らかにした。今後も、
教育実習生の不安をできる限り取り除き、充実した本
実習が行えるように研究を進めていくことが必要であ
る。
実習を通して、不安の主たる理由が「子どもへの関わ
り」から「授業づくり」に変容していったのではない
かと考えられる。
２．学校行事や校外学習の価値
本実習中、調査対象とした教育実習生が配属された
学年では、学校行事である運動会と、社会科の現場学
習（校外学習）を実施した。学年の子どもたちと長時
間ふれ合うことのできるこれらの活動によって、子ど
もの頑張る姿や学習に取り組む姿に接し、より多くの
会話ができたことにより、教育実習生の不安が弱まる
傾向が見られた。本実習では、教科指導や児童理解を
強く意識して指導することが多いが、本実習中に学校
行事や校外学習を位置付けることは、幅広く学校とい
うものを知る上で貴重であるとともに、教育実習生の
不安を弱めるという意味でも価値あるものであると考
えられる。
３．実習校による指導の充実
本研究で行った調査では、学習指導前に行う空授業
の失敗が、不安感を大きく高める理由であることが分
かった。また、空授業によって、学習指導そのものへ
の見通しがもてるようになり、不安感を弱めることに
つながっていることも明らかとなった。本実習中、指
導教員による学習指導に関わる指導では、学習指導案
指導、教材研究、空授業、指導後の授業研究会等があ
る。
教育実習生は、学習指導案に示した授業構想を、空
授業を行うことによって、整理したり、確かめたりし
ながら、見通しをより明確なものにしていく。ここで、
学習指導を行うことへの見通しがもてるか否かによっ
て、教育実習生の不安感も変わってくることを考える
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